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□
条
例
改
正

○
白
浜
町
手
数
料
徴
収
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

個
人
番
号
を
通
知
す
る
通
知
カ
ー

ド
の
新
規
発
行
及
び
記
載
事
項
変
更

の
手
続
き
等
が
廃
止
さ
れ
た
こ
と
に

伴
い
、
再
交
付
に
係
る
関
係
規
定
を

改
正

○
白
浜
町
国
民
健
康
保
険
条
例
及
び

白
浜
町
後
期
高
齢
者
医
療
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て

　

国
民
健
康
保
険
及
び
後
期
高
齢
者

医
療
に
お
い
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
に
感
染
す
る
な
ど
し
た

被
用
者
に
傷
病
手
当
金
を
支
給
す
る

た
め
、
関
係
規
定
を
改
正

○
白
浜
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
を
受
け
た
納
税
義
務
者
に
対
す

る
国
民
健
康
保
険
税
の
減
額
又
は
、

免
除
の
特
例
に
係
る
規
定
を
追
加

○
白
浜
町
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
を
受
け
た
第
１
号
被
保
険
者
に

対
す
る
介
護
保
険
料
の
減
額
又
は
免

除
の
特
例
に
係
る
規
定
を
追
加

○
白
浜
町
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及

び
特
定
地
域
型
保
育
事
業
の
運
営
に

関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及
び
運

営
に
関
す
る
基
準
に
、
認
可
基
準
と
し

て
定
め
ら
れ
て
い
る
連
携
施
設
の
要
件

に
つ
い
て
、
調
整
等
に
よ
り
卒
園
後
も

引
き
続
き
教
育
・
保
育
の
提
供
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
場
合
に
は
、
卒
園
後

の
受
入
先
確
保
の
た
め
の
連
携
施
設
の

確
保
を
不
要
と
す
る
た
め
改
正

６月９日【開会、町長挨拶、提案理由の説朙、議案審議】
　・会期の決定
　・議案の提案理由説明（報告５件、条例改正５件、補正予算関係７件、
　　　　　　　　　　　　　　　　　物品購入契約２件、その他の議案２件）
　・議案審議（条例改正２件）

６月１８日【一般質問】
　・松田議員、丸本議員、水上議員、小森議員　
６月１９日【一般質問】
　・廣畑議員、長野議員　　　　　　　　　　　　　　 《Ｐ６～Ｐ１１に内容記載》

６月２３日【提案理由の説明、議案審議】
　・追加議案の提案理由説明（物品購入契約１件、補正予算関係１件）
　・議案審議（報告４件、議案７件、補正予算関係７件）
６月２４日【議案審議、閉会】
　・追加議案の提案理由説明（人事案件２件）
　・議案審議（報告１件、議案３件、補正予算関係１件）
　・委員会発議案件 1 件　・議員定数等検討特別委員会の設置

第
１
日

第
２
・
３
日

第
４
・
５
日

▷▷ 令和２年第２回定例会 （６月９日～６月２４日）
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□
補
正
予
算

○
令
和
２
年
度
白
浜
町
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
３
号
）

・
既
定
予
算
へ
の
補
正
額

３
億
１
千
５
９
０
万
円

・
補
正
後
の
歳
入
歳
出
予
算
総
額

１
５
２
億
８
０
０
万
円

主
な
補
正
内
容
は
次
の
と
お
り

★
＝
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

【
議
会
費
】

★
町
議
会
委
員
会
等
行
政
調
査
旅
費

減
額   　
　
　
　
　

  

▲
２
６
４
万
円

【
総
務
費
】

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業２

５
０
万
円

★
微
酸
性
電
解
水
生
成
装
置
購
入
事

業   　
　
　
　
　
　
　

  

１
２
５
万
円

・
戸
籍
シ
ス
テ
ム
改
修
事
業７

２
９
万
円

・
住
基
シ
ス
テ
ム
改
修
事
業２

５
３
万
円

【
民
生
費
】

・
電
話
交
換
機
シ
ス
テ
ム
更
新
事
業

４
４
０
万
円

・
駐
輪
場
フ
ェ
ン
ス
設
置
事
業

１
５
０
万
円

★
保
育
園
備
品
等
整
備
事
業８５

０
万
円

★
保
育
園
給
食
費
無
償
化
事
業

６
４
１
万
円

【
衛
生
費
】

・
斎
場
予
約
シ
ス
テ
ム
整
備
事
業

５
９
０
万
円

・
源
泉
施
設
維
持
管
理
事
業５

５
０
万
円

【
農
林
水
産
業
費
】

・
ウ
エ
ル
カ
ム
フ
ラ
ワ
ー
推
進
事
業

１
０
０
万
円

・
小
規
模
土
地
改
良
事
業

３
２
７
万
円

・
保
呂
防
火
道
測
量
事
業

２
５
０
万
円

・
林
道
将
軍
川
線
法
面
補
修
事
業

２
６
８
万
円

・
水
産
資
源
流
通
促
進
事
業４

５
０
万
円

・
湯
崎
海
岸
越
波
対
策
事
業４

０
０
万
円

・
瀬
戸
漁
港
機
能
保
全
事
業２

１
７
万
円

【
観
光
費
】

・
歓
迎
等
看
板
設
置
事
業

２
６
７
万
円

・
久
木
地
区
観
光
振
興
ト
イ
レ
整
備

事
業                           

１
２
０
万
円

・
瀬
戸
地
区
観
光
振
興
ト
イ
レ
整
備

事
業                           

２
１
０
万
円

【
土
木
費
】

・
平
間
第
１
団
地
外
壁
改
修
事
業

３
千
万
円

【
消
防
費
】

・
消
防
団
車
両
更
新
事
業

３
千
３
０
０
万
円

【
教
育
費
】

★
児
童
・
生
徒
用
パ
ソ
コ
ン
整
備
事
業

９
千
６
１
０
万
円

★
幼
稚
園
備
品
等
整
備
事
業１０

０
万
円

★
幼
稚
園
給
食
費
無
償
化
事
業

１
０
４
万
円

★
学
童
保
育
所
備
品
等
整
備
事
業

４
５
０
万
円

★
小
・
中
学
校
給
食
費
無
償
化
事
業                

４
千
３
９
６
万
円

○
令
和
２
年
度
白
浜
町
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
４
号
）

・
既
定
予
算
へ
の
補
正
額

１
億
２
千
６
１
０
万
円

・
補
正
後
の
歳
入
歳
出
予
算
総
額

１
５
３
億
３
千
４
１
０
万
円

主
な
補
正
内
容
は
次
の
と
お
り

★
＝
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

【
観
光
費
】

★
商
品
券
配
布
事
業
補
助
金

１
億
１
千
40
万
円

★
海
水
浴
場
監
視
委
託
料４

６
８
万
円

○
令
和
２
年
度
白
浜
町
国
民
健
康
保
険

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

・
既
定
予
算
へ
の
補
正
額

１
０
０
万
円

・
補
正
後
の
歳
入
歳
出
予
算
総
額

29
億
１
千
３
０
０
万
円

○
令
和
２
年
度
白
浜
町
後
期
高
齢
者

医
療
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

・
既
定
予
算
へ
の
補
正
額

36
万
５
千
円

・
補
正
後
の
歳
入
歳
出
予
算
総
額

６
億
４
千
７
３
６
万
５
千
円

○
令
和
２
年
度
白
浜
町
介
護
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

・
既
定
予
算
へ
の
補
正
額

▲
７
０
０
万
２
千
円

・
補
正
後
の
歳
入
歳
出
予
算
総
額

31
億
５
千
１
９
９
万
８
千
円

○
令
和
２
年
度
白
浜
町
簡
易
水
道
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

・
既
定
予
算
へ
の
補
正
額

１
千
１
５
０
万
円

・
補
正
後
の
歳
入
歳
出
予
算
総
額

１
億
６
３
０
万
円
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令
和
２
年
第
２
回
臨
時
会

　

令
和
２
年
第
２
回
臨
時
会
は
、
５

月
12
日
招
集
、
１
日
間
の
会
期
で
開

催
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
に
関
し
、
早
急
に
対
応
が

必
要
な
議
案
３
件
及
び
条
例
改
正
２

件
に
つ
い
て
、
審
議
を
行
い
、
す
べ

て
全
会
一
致
で
承
認
、
可
決
し
た
。

□
補
正
予
算

○
令
和
２
年
度
白
浜
町
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
２
号
）

・
既
定
予
算
へ
の
補
正
額

22
億
３
千
２
８
０
万
円

・
補
正
後
の
歳
入
歳
出
予
算
総
額

１
４
８
億
９
千
２
１
０
万
円

主
な
補
正
内
容
は
次
の
と
お
り

★
＝
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

【
総
務
費
】

★
特
別
定
額
給
付
金
事
業

21
億
４
千
７
５
０
万
円

【
民
生
費
】

★
子
育
て
世
帯
臨
時
特
別
給
付
金
事

業　
　
　
　
　
　

  

２
千
４
３
０
万
円

【
観
光
費
】

★
中
小
企
業
信
用
保
証
料
補
助
金

３
千
１
０
０
万
円

○
令
和
２
年
度
白
浜
町
農
業
集
落
排
水

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

・
既
定
予
算
へ
の
補
正
額

１
８
０
万
円

・
補
正
後
の
歳
入
歳
出
予
算
総
額

１
千
２
５
０
万
円

○
令
和
２
年
度
白
浜
町
下
水
道
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

・
既
定
予
算
へ
の
補
正
額

８
９
７
万
８
千
円

・
補
正
後
の
歳
入
歳
出
予
算
総
額

６
億
８
千
４
９
７
万
８
千
円

□
財
産
の
処
分
に
つ
い
て

【
処
分
財
産
】

　

白
浜
町
１
４
３
４
番
地
の
２

　

白
浜
医
療
・
保
健
・
福
祉
総
合
セ

ン
タ
ー　

１
階
部
分

【
契
約
の
相
手
】

　

白
浜
町
１
４
４
７
番
地

　
公
益
財
団
法
人
白
浜
医
療
福
祉
財
団

　

理
事
長　

井い
た
に澗　

誠
ま
こ
と

【
価
格
】

１
千
54
万
９
千
円

□
物
品
購
入
契
約

○
塵
芥
車
更
新
事
業

【
品
名
・
数
量
】

塵
芥
車　

１
台

【
契
約
金
額
】６

３
８
万
５
千
５
０
０
円

【
契
約
の
相
手
】

　

田
辺
市
東
山
二
丁
目
31
番
15
号

　
和
歌
山
三
菱
ふ
そ
う
自
動
車
販
売
㈱

　

取
締
役
社
長　

鈴す
ず
き木　

恭
き
ょ
う
い
ち一

○
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
更
新
事
業

（
す
さ
み
消
防
署
）

【
品
名
・
数
量
】

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車　

１
台

【
契
約
金
額
】

４
千
８
３
４
万
５
千
円

【
契
約
の
相
手
】

　
上
富
田
町
朝
来
１
４
０
７
番
地
の
４

　

和
歌
山
日
野
自
動
車
㈱
田
辺
支
店

　

支
店
長　

田た
な
か中　

勝か
つ
の
り則

○
吸
引
車
更
新
事
業

【
品
名
・
数
量
】

吸
引
車　

１
台

【
契
約
金
額
】１

千
３
２
５
万
５
千
円

【
契
約
の
相
手
】

　

大
阪
府
八
尾
市
神
武
町
２
番
68
号

　

㈱
モ
リ
タ
エ
コ
ノ
ス
関
西
支
店

　

支
店
長　

植う
え
む
ら村　

則の
り
お雄

□
白
浜
町
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

次
の
方
の
任
命
を
同
意
し
た
。

（
敬
称
略
）

・
藤ふ
じ
や
ぶ藪　

庸よ
う
い
ち一
（
白
浜
）

□
富
田
共
有
財
産
組
合
委
員
会
委
員

の
選
任
に
つ
い
て

次
の
方
の
任
命
を
同
意
し
た
。

（
敬
称
略
）

・
瀬せ

み見　

幸ゆ
き
お男
（
富
田
）

□
議
員
定
数
等
検
討
特
別
委
員
会
の

設
置

　　

６
月
24
日
、
議
員
定
数
や
政
務
活

動
費
、
議
会
活
性
化
等
に
関
す
る
事

項
を
付
議
事
件
と
す
る
特
別
委
員
会

を
設
置
し
、
閉
会
中
に
継
続
審
査
す

る
こ
と
と
し
た
。

【
委
員
長
】　

楠
本　

隆
典　
　
　

【
副
委
員
長
】　

小
森　

一
典　
　
　

【
委

員
】　

議
長
を
除
く
全
議
員
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感染拡大の防止、安定した議会運営のために
新型コロナウイルス感染症対応申し合わせ

　４月２８日、新型コロナウイルス感染症について、緊急事態宣
言や、それに伴う休業要請など、国、県の感染防止策を踏まえ、
町議会としても、さらなる対策を講じる必要があると考え、感染
防止策を徹底することや、当面の間、視察や研修を控えることな
ど、感染拡大の防止と議会の安定的な運営に努めています。また、
本会議においては、マスクの着用、当局の提案説明や一般質問時
間など安全面に配慮し、スムーズな議事運営を心掛けています。

News
&

Topics

町民の声に耳を傾け、速やかな対応を
新型コロナウイルス感染症対策について申し入れ

　５月１２日、町当局に対し、新型コロナウイルス感染症対策について申し入れを行いました。申し入れ事
項については、住民の不安を解消するための「相談窓口の設置」や「積極的な情報提供」など、行政の体制
づくりをはじめ、「医療・福祉、経済・産業、教育」など、総合的に重要な４項目にまとめました。また、状
況に応じた柔軟な対応が適宜求められるため、町と議会の連携強化についても事項の一つとしました。

議会と町が一丸となり英知を絞る
新型コロナウイルス感染症対策会議

　町と連携し、情報共有を図るための組織づくりのため、議
会災害時対応マニュアル等に基づき、議会運営委員会委員で
構成する「新型コロナウイルス感染症対策会議」を設置しま
した。町と連携し、迅速な議会対応ができるよう適宜会議を
開いています。また、必要に応じて全員協議会や議員懇談会
を開催し、議員全員の意見を集約しながら、議会としての危
機管理体制の強化、当局に対しての提言を行っています。第
１回目を５月２１日、第２回目を６月２日に開いています。

委員会視察費を町民支援策へ
令和２年度議会費の減額について申し入れ

　５月２７日、町当局に対し、令和２年度議会費の減額について申し入れ
を行いました。新型コロナウイルス感染症については収束が見通せず、引
き続き他府県への移動自粛等が求められている（５月２７日時点）ことか
ら、令和２年度の委員会行政視察（視察研修）を中止することとし、その
財源を活用し、町民への支援策に充てるよう申し入れを行いました。

新型コロナウイルス感染症に関する町議会の動き
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避
難
所
の
開
設
に
つ
い

て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
を

想
定
し
た
対
応
訓
練
の
実
施
、

過
密
状
態
を
防
ぐ
分
離
避
難
所

の
体
制
構
築
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
避
難
所
開
設
訓
練
・
研
修

に
つ
い
て
は
、
通
常
の
避
難
所

開
設
に
伴
う
受
付
業
務
以
外
に

健
康
状
態
の
確
認
や
新
た
に
調

達
す
る
備
品
の
使
用
要
領
の
研

修
が
必
要
と
認
識
し
て
い
る
。

隔
離
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
が
可
能

な
施
設
と
し
て
、
町
内
４
カ
所

を
指
定
し
て
い
る
。

　
　
避
難
者
の
基
本
的
な
感
染

対
策
及
び
発
症
し
た
場
合
の
対

応
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
避
難
所
に
避
難
さ
れ
る
際

の
携
行
品
や
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ

ス
タ
ン
ス
の
確
保
、
咳
エ
チ
ケ

ッ
ト
等
に
つ
い
て
は
、
６
月
広

報
誌
と
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
広

報
し
て
い
る
。
避
難
所
に
お
け

る
発
症
は
、
消
防
本
部
と
連
携

し
対
応
す
る
。

答

　
　
感
染
防
止
に
資
す
る
衛
生

物
質
の
備
蓄
や
、
避
難
所
で
活

用
で
き
る
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
や

パ
ー
テ
ン
シ
ョ
ン
購
入
に
係
る

予
算
づ
く
り
に
つ
い
て
、
考
え

を
伺
う
。

　
　
感
染
症
予
防
に
資
す
る
除

菌
・
衛
生
物
資
や
資
材
備
蓄
の

調
達
等
、
地
方
創
生
臨
時
交
付

金
制
度
の
補
助
対
象
と
な
る
物

品
と
予
算
を
考
慮
し
な
が
ら
前

向
き
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
　
社
会
福
祉
施
設
な
ど
が
新

型
コ
ロ
ナ
で
の
集
団
感
染
に
至

っ
た
場
合
に
お
け
る
町
の
支
援

に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
国
か
ら
示
さ
れ
て
い
る
対

応
方
法
に
基
づ
き
、
保
健
所
や

医
療
機
関
等
と
も
連
携
し
な
が

ら
、
施
設
に
対
し
必
要
な
支
援

措
置
を
講
じ
る
こ
と
に
な
る
。

　
　
町
と
し
て
ア
フ
タ
ー
コ
ロ

ナ
に
お
け
る
回
復
の
シ
ナ
リ
オ

を
ど
の
様
に
構
想
さ
れ
て
い
る

の
か
、
井
澗
町
長
の
意
気
込
み

も
含
め
伺
う
。

　
　
世
界
に
誇
れ
る
観
光
リ
ゾ

ー
ト
白
浜
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
テ

ー
マ
の
も
と
、
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
や
ス

ポ
ー
ツ
合
宿
の
誘
致
等
を
は
じ

め
、
さ
ら
な
る
観
光
意
欲
の
向

上
を
図
る
観
光
振
興
の
取
り
組

み
や
、
地
域
経
済
の
活
性
化
を

図
る
取
り
組
み
を
、関
係
機
関
、

団
体
と
進
め
て
い
く
。

　
　
宮
城
県
栗
原
市
な
ど
、
子

育
て
世
帯
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る

こ
と
が
で
き
る
ツ
ー
ル
と
し

て
、
電
子
母
子
手
帳
な
ど
の
機

能
を
有
す
る
子
育
て
ア
プ
リ
サ

ー
ビ
ス
を
活
用
し
て
い
る
自
治

体
が
あ
る
が
、
当
町
に
お
い
て

も
導
入
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

　
　
当
町
の
人
口
規
模
的
に
情

報
提
供
の
手
段
と
し
て
ア
プ
リ

を
導
入
し
な
い
と
対
応
で
き
な

い
と
い
う
状
況
で
は
な
い
の

で
、
今
後
の
課
題
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
。

問答

・コロナ禍を踏まえた防災・減災対策について
・コロナ禍を踏まえた福祉事業所の支援について
・アフターコロナの取り組みについて
・子育て支援について

問

答

令和２年第２回定例会一般質問（登壇順）

６NO.57

松
ま つ だ

田　剛
たけはる

治　議員
（分　割）

問問

問

問

答

答

答

（宮城県栗原市で活用されている、
　　子育てアプリ「スマイル栗なび」）

（新型コロナウイルス感染症を想定し、
グループ間を間仕切りした避難所）



う
な
差
押
禁
止
額
を
差
し
引
い

て
執
行
し
て
い
な
い
が
、
差
押

え
を
執
行
す
る
か
ど
う
か
の
判

断
を
行
う
際
に
は
、
滞
納
さ
れ

て
い
る
方
の
預
貯
金
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
預
貯
金
以
外
の
あ

ら
ゆ
る
財
産
調
査
も
入
念
に
実

　
　
税
の
滞
納
と
差
押
え
に
つ

い
て
は
、
今
回
で
５
度
目
の
質

問
に
な
る
。
こ
れ
ま
で
の
答
弁

で
は
、
滞
納
に
よ
り
、
年
金
や

給
料
が
振
り
込
ま
れ
た
預
金
口

座
を
差
押
え
る
場
合
に
は
、
預

金
債
権
で
あ
る
た
め
、
差
押
禁

止
額
で
あ
る
10
万
円
を
控
除
せ

ず
、
滞
納
額
に
満
ち
る
ま
で
の

金
額
を
差
押
え
、
取
立
て
を
し

て
い
る
と
の
こ
と
。

　
令
和
元
年
９
月
、
大
阪
高
裁

に
お
い
て
、
10
万
円
の
控
除
を

せ
ず
差
押
え
を
し
た
行
政
側
が

敗
訴
し
て
い
る
。
こ
の
判
決
を

受
け
、
令
和
２
年
１
月
31
日
、

国
税
庁
徴
収
部
長
は
各
国
税
局

徴
収
部
長
、
ま
た
、
沖
縄
国
税

事
務
所
次
長
あ
て
に
「
差
押
禁

止
債
権
が
振
り
込
ま
れ
た
預
貯

金
口
座
に
係
る
預
貯
金
債
権
の

差
押
え
に
つ
い
て
」
の
指
示
内

容
を
記
し
た
通
達
を
発
出
し
て

い
る
。
指
示
内
容
に
は
、
実
質

的
に
給
与
や
年
金
を
差
押
え
た

と
同
視
さ
れ
得
る
場
合
に
は
、

差
押
可
能
部
分
以
外
に
つ
い
て

は
差
押
え
を
行
わ
な
い
と
あ

る
。
今
後
、当
町
も
国
税
同
様
、

差
押
え
に
つ
い
て
10
万
円
を
控

除
す
べ
き
で
は
。

　
　
預
貯
金
債
権
に
係
る
差
押

え
を
執
行
す
る
際
に
は
、
給
与

等
の
差
押
え
を
す
る
場
合
の
よ

施
し
、
個
別
の
事
情
、
生
活
状

況
を
総
合
的
に
判
断
し
て
慎
重

に
行
い
、
滞
納
さ
れ
て
い
る
方

の
生
活
が
直
ち
に
窮
迫
し
な
い

よ
う
に
執
行
し
て
い
る
。
国
税

庁
が
各
国
税
局
あ
て
に
こ
の
指

示
文
書
を
出
さ
れ
る
以
前
か

ら
、
当
然
に
そ
の
内
容
も
含
め

て
判
断
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
、
調
査
を
進
め
る
中
で
、
実

際
に
生
活
が
困
窮
し
て
い
る
と

認
め
ら
れ
る
よ
う
な
場
合
に

は
、
滞
納
処
分
の
執
行
停
止
の

判
断
を
し
、
滞
納
さ
れ
て
い
る

方
の
生
活
状
況
の
改
善
に
向
け

て
福
祉
部
局
と
の
連
携
を
し
て

い
る
。

　

引
き
続
き
、
差
押
え
等
の
滞

納
整
理
に
つ
い
て
は
、
徴
税
職

員
が
租
税
法
律
主
義
の
も
と
、

地
方
税
法
、
国
税
徴
収
法
の
遵

守
を
徹
底
し
適
切
に
努
め
、
徴

税
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
使
命

感
を
も
ち
、
行
政
運
営
の
根
幹

と
な
る
徴
税
行
政
の
推
進
に
努

め
る
。

問

・税の滞納と差押え

答

丸
まる

本
もと

　安
やす

高
たか

　議員
（一問一答）

--- 関係法令抜粋 ---
 【国税徴収法第７６条】
　給料、賃金、俸給、歳費、退職年金及びこれらの性質を有する給
与に係る債権については、次に掲げる金額の合計額に達するまでの
部分の金額は、差し押えることができない。この場合において、滞
納者が同一の期間につき２以上の給料等の支払を受けるときは、そ
の合計額につき、第４号又は第５号に掲げる金額に係る限度を計算
するものとする。
 【国税徴収法施行令第３４条】
　法７６条第１項第４号に規定する政令で定める金額は、滞納者の
給料、賃金、俸給、歳費、退職年金及びこれらの性質を有する給与
に係る債権の支給の基礎となった期間１月ごとに１０万円（滞納者
と生計を一にする配偶者、その他の親族があるときは、これらの者
一人につき４万５千円を加算した金額）とする。
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町
の
コ
ロ
ナ
対
策
等
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
の
情
報
が
遅
く
リ

ア
ル
タ
イ
ム
な
周
知
徹
底
と
町

の
対
応
や
考
え
方
も
提
示
す
べ

き
と
町
民
か
ら
指
摘
さ
れ
た
。

ま
た
、第
２
波
対
策
は
ど
う
か
。

　
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活
用
し

た
情
報
提
供
に
つ
い
て
は
、
で

き
る
限
り
リ
ア
ル
タ
イ
ム
の
情

報
提
供
を
心
が
け
て
お
り
、
引

き
続
き
内
容
等
も
含
め
早
い
対

応
に
努
め
る
。
第
２
波
の
対
策

に
つ
い
て
は
、
町
民
の
皆
様
へ

の
情
報
提
供
や
必
要
な
物
資
の

備
蓄
に
努
め
る
。

　
　
救
急
搬
送
な
ど
救
急
隊
員

の
コ
ロ
ナ
感
染
予
防
体
制
は
ど

う
か
。
周
辺
消
防
署
と
の
連
携

や
協
議
は
で
き
て
い
る
の
か
。

　
　
予
防
体
制
は
、
通
常
よ
り

感
染
防
止
で
き
る
も
の
に
変
更

す
る
。
ま
た
、
連
携
や
協
議
に

つ
い
て
は
、
応
援
協
定
等
を
締

結
し
て
い
る
。

　
　
学
校
の
長
い
休
業
、
分
散

登
校
や
マ
ス
ク
の
着
用
等
、
児

童
生
徒
の
様
子
は
ど
う
か
。
ス

ト
レ
ス
や
学
習
不
安
に
、
児
童

生
徒
と
向
き
合
っ
て
対
応
が
で

き
て
い
る
か
。

　
　
学
級
の
担
任
や
養
護
教
諭

等
を
中
心
に
、
児
童
生
徒
一
人

ひ
と
り
の
様
子
を
細
や
か
に
観

察
し
、
職
員
で
情
報
を
共
有
し

て
、
素
早
く
対
応
で
き
る
よ
う

に
し
て
い
る
。

　
　
学
校
休
業
中
に
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
子
ど
も
ご
は
ん
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
さ
れ
た
有
志

団
体
が
あ
る
。
民
間
活
動
支
援

を
数
年
前
に
提
言
し
た
が
、
再

度
提
言
す
る
。
活
用
し
や
す
い

仕
組
み
や
支
援
は
可
能
か
。

　
　
地
域
の
皆
様
の
自
発
的
な

取
り
組
み
に
感
謝
し
て
い
る
。

和
歌
山
県
Ｎ
Ｐ
Ｏ
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
等
と
連
携
し
な
が
ら
、

支
援
メ
ニ
ュ
ー
な
ど
の
情
報
提

供
に
つ
い
て
お
手
伝
い
さ
せ
て

い
た
だ
く
。

　
　
国
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
Ｇ
Ｉ
Ｇ

Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
、
教
員
の
加

配
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
の
活
用
を
求
め
て
い
る
か
。

導
入
に
民
間
企
業
等
の
支
援
で

校
内
無
線
L
A
N
な
ど
通
信

環
境
の
無
償
提
供
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支

援
員
と
し
て
協
力
を
得
ら
れ
な

い
か
、
早
い
段
階
か
ら
調
査
し

公
募
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

　
　
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想

に
お
け
る
、
学
校
で
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ

化
に
伴
う
教
職
員
の
加
配
は
な

い
と
考
え
お
り
、
教
育
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
の
活
用
に
つ
い
て
も
、

現
在
の
と
こ
ろ
予
定
し
て
い
な

い
。
ま
ず
は
、
現
状
の
教
職
員

で
研
修
を
深
め
、
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
を
図
っ
て
い
く
。

　
　
赤
ち
ゃ
ん
を
感
染
症
か
ら

守
る
た
め
に
、
緊
急
事
態
宣
言

の
渦
中
に
予
防
接
種
を
受
け
ら

れ
な
か
っ
た
場
合
で
も
、
公
費

接
種
が
で
き
な
い
か
。

　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
よ
る
影
響
で
、
定
期
予

防
接
種
が
で
き
な
い
場
合
に
つ

い
て
は
、
公
費
助
成
に
よ
り
接

種
で
き
る
よ
う
に
対
応
し
て
い

き
た
い
。

問答問

答

８NO.57

問

問

問

問

答

答

答

・町の諸課題について
・教育と子育て支援について

  水
みずかみ

上　久
く み こ

美子　議員
（一問一答）

答

（定期の予防接種は感染症の発生や
　　まん延を防ぐ観点から重要である）

（６月１日から学校が再開されている）



て
い
く
こ
と
は
、
重
要
な
こ
と

で
あ
る
の
で
、
今
後
の
職
員
の

人
材
育
成
も
含
め
て
、
幅
広
く

検
討
を
し
て
い
き
た
い
。

　
　

県
は
、
保
育
士
養
成
校
へ

進
学
し
た
学
生
に
対
し
、
保
育

　
　

国
は
昨
年
、「
就
職
氷
河

期
世
代
を
対
象
と
し
た
（
34
歳

～
49
歳
）
活
躍
支
援
プ
ラ
ン
」

を
打
ち
出
し
、
既
に
、
和
歌
山

県
や
新
宮
市
で
は
、
就
職
氷
河

期
世
代
を
対
象
と
し
た
一
般
行

政
職
員
の
採
用
試
験
を
実
施
し

て
い
る
。
当
町
職
員
採
用
試
験

に
お
い
て
も
枠
を
設
け
る
こ
と

で
、
こ
の
世
代
に
対
す
る
支
援

策
、
対
応
策
に
繋
が
る
と
考
え

る
が
い
か
が
か
。

　
　

就
職
氷
河
期
世
代
の
対
象

と
な
る
方
の
中
に
は
、
働
く
意

欲
は
あ
る
が
、働
く
場
が
な
く
、

チ
ャ
ン
ス
が
あ
れ
ば
活
躍
で
き

る
能
力
を
有
し
た
方
も
数
多
く

お
ら
れ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、

こ
う
い
っ
た
方
々
を
支
援
し
て

い
け
る
よ
う
、
今
後
、
検
討
を

し
て
い
き
た
い
。

　　
　

県
で
は
、
職
務
経
験
者
を

対
象
と
し
た
U
I
タ
ー
ン
型

の
採
用
試
験
も
同
時
に
実
施
し

て
い
る
。
当
町
に
お
い
て
も
、

過
疎
化
対
策
や
幅
広
い
人
材
確

保
の
観
点
か
ら
、
必
要
な
施
策

で
は
な
い
か
と
考
え
る
が
い
か

が
か
。

　
　

今
後
の
町
づ
く
り
に
お
い

て
、
町
の
発
展
の
た
め
に
貢
献

し
て
い
た
だ
け
る
方
を
登
用
し

士
修
学
資
金
貸
付
事
業
を
実
施

し
て
お
り
、
こ
の
学
生
が
県
内

の
幼
保
施
設
に
就
職
し
た
場

合
、
奨
学
金
の
返
済
が
免
除
と

な
る
。
こ
の
条
件
か
ら
、
町
内

出
身
の
学
生
が
地
元
に
就
職
し

な
い
場
合
も
想
定
さ
れ
る
た

め
、
当
町
で
も
同
様
の
奨
学
金

を
設
け
、
町
内
施
設
に
勤
務
し

て
頂
く
こ
と
で
、
将
来
の
子
育

て
環
境
の
充
実
と
若
年
層
の
定

住
化
、
保
育
士
確
保
の
一
助
に

な
る
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

　
　

当
町
で
は
、
過
去
５
年
に

わ
た
り
、
待
機
児
童
は
０
人
と

な
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
保

育
士
を
確
保
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
養
成
学
校
な
ど
へ
進
学

し
た
学
生
へ
の
町
独
自
の
支
援

な
ど
は
、
今
の
と
こ
ろ
実
施
し

て
い
な
い
。
当
町
に
お
け
る
保

育
士
の
採
用
状
況
は
都
市
部
な

ど
と
比
較
す
る
と
非
常
に
少
な

く
、
県
が
実
施
し
て
い
る
よ
う

な
貸
付
事
業
制
度
が
適
し
て
い

る
の
か
、検
証
し
て
い
き
た
い
。

問

答
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　小
こ も り

森　一
かずのり

典　議員
（一問一答）

・就職氷河期世代の職員採用について
・保育士修学資金貸付事業等について
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（１９９３年～２００５年頃は厳しい雇用環境が続いた）
　出典「一般職業紹介状況 ( 職業安定業務統計 )」（厚生労働省）

バブル期
就職氷河期

最近の若者

当時、新卒の人は今、
30 代後半～ 40 代前半

（有効求人倍率）

※求職者１人あたり何件の求人があるかを示し、高いほど求人が多い状態

答問

答

問

（倍）



し
い
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、今
後
、

地
域
経
済
の
状
況
を
見
極
め
な

が
ら
判
断
し
た
い
。

　
　

待
ち
焦
が
れ
た
学
校
の
再

開
。
日
本
小
児
科
学
会
は
、
休

校
に
よ
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
流
行
阻
止
効
果
は
少
な
い

と
す
る
ま
と
め
を
発
表
し
て
い

る
。
今
後
は
、
専
門
家
な
ど
の

知
見
の
も
と
に
児
童
生
徒
が
登

校
し
、
教
育
を
受
け
ら
れ
る
よ

う
に
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

　
　

臨
時
休
業
に
つ
い
て
は
、

国
県
の
基
準
に
基
づ
い
て
対
応

し
て
い
く
が
、
感
染
者
の
発
生

状
況
等
に
よ
り
対
応
が
異
な
る

と
考
え
ら
れ
る
。
保
健
所
等
と

連
携
を
図
り
な
が
ら
、
児
童
生

徒
の
学
習
の
機
会
が
確
保
で
き

る
よ
う
、
適
切
に
対
応
す
る
。

　
　

医
師
の
判
断
で
す
ぐ
に
検

査
が
行
え
る
よ
う
に
、
紀
南
地

方
に
P
C
R
検
査
セ
ン
タ
ー

を
設
置
す
る
よ
う
、
働
き
か
け

で
き
な
い
か
。

　
　

災
害
避
難
所
に
お
い
て
、

三
密
回
避
の
た
め
の
間
仕
切
り

等
の
確
保
、
避
難
場
所
の
更
な

る
確
保
が
必
要
と
考
え
る
が
、

ど
の
よ
う
な
方
向
性
で
感
染
防

止
に
取
り
組
む
の
か
伺
う
。

　
　

避
難
所
備
品
の
調
達
に
つ

い
て
は
、
仕
切
り
資
材
等
の
購

入
を
補
正
予
算
に
計
上
し
て
い

る
。
避
難
所
増
加
対
策
に
つ
い

て
は
、
現
状
、
町
有
施
設
等
で

対
応
し
て
い
き
た
い
。
地
方
創

生
臨
時
交
付
金
制
度
の
補
助
対

象
と
な
る
物
品
と
予
算
を
考
慮

し
前
向
き
に
検
討
し
た
い
。

　
　

特
別
定
額
給
付
金
の
基
準

日
以
降
に
生
ま
れ
た
乳
児
や
、

こ
れ
か
ら
誕
生
す
る
未
来
の
町

民
に
対
し
て
も
給
付
金
を
支
給

す
る
考
え
は
な
い
か
。

　
　

全
町
民
へ
配
布
す
る
商
品

券
配
布
事
業
に
よ
り
、
少
し
で

も
町
民
の
皆
様
へ
の
支
援
と
な

る
よ
う
取
り
組
み
た
い
。

　
　

大
学
や
専
門
学
校
に
通
う

学
生
に
つ
い
て
も
支
援
が
必
要

と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

　
　

日
本
学
生
支
援
機
構
や
各

大
学
等
独
自
の
様
々
な
支
援
策

が
現
在
行
わ
れ
て
お
り
、
国
等

の
制
度
を
活
用
さ
れ
た
い
。

　
　

緊
急
経
済
対
策
と
し
て
、

半
年
間
水
道
料
金
の
軽
減
が
行

わ
れ
て
い
る
が
、
更
に
半
年
間

延
長
で
き
な
い
か
。

　
　

感
染
症
の
影
響
で
、
水
道

料
金
収
入
が
減
収
と
な
っ
て
お

り
、
経
営
状
況
を
考
え
る
と
厳

　
　

和
歌
山
県
や
保
健
所
な
ど

関
係
機
関
の
連
携
や
、
周
辺
市

町
と
の
広
域
圏
の
取
り
組
み
が

必
要
で
あ
り
、
提
言
を
し
て
い

き
た
い
。

　
　

感
染
者
に
対
し
て
の
誹
謗

中
傷
に
対
す
る
町
長
の
考
え
、

認
識
は
ど
う
か
。

　
　

感
染
者
、
濃
厚
接
触
者
、

医
療
従
事
者
等
に
対
す
る
誤
解

や
偏
見
は
、
ゆ
る
さ
れ
る
こ
と

で
は
な
い
と
考
え
る
。
町
民
の

皆
様
に
正
確
な
情
報
の
入
手
と

冷
静
な
行
動
を
と
っ
て
い
た
だ

き
た
い
。

答 問

問 答

・コロナ危機のもとでの
町民生活について

答

問

問

問 答

答

廣
ひろはた

畑　敏
と し お

雄　議員
（一問一答）
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答

（避難所指定されている百々千園の地域交流ホール）



れ
た
が
、
こ
れ
ま
で
ど
の
よ
う

な
検
討
を
さ
れ
た
の
か
、ま
た
、

今
後
の
支
援
策
に
つ
い
て
、
ど

の
よ
う
な
考
え
か
伺
う
。

　
　

高
齢
者
の
生
活
支
援
ニ
ー

ズ
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な

サ
ー
ビ
ス
が
必
要
と
考
え
ら
れ

る
の
か
検
討
を
行
っ
て
き
た
。

買
い
物
支
援
に
つ
い
て
は
先
進

地
視
察
や
地
域
の
協
力
を
得
ら

れ
れ
ば
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
の

実
施
な
ど
も
検
討
し
た
い
。

　
　

民
間
施
設
を
使
用
し
た
避

難
所
の
増
加
対
策
に
つ
い
て
、

ホ
テ
ル
業
者
等
の
協
力
は
な
ぜ

得
ら
れ
な
い
の
か
伺
う
。

　
　

安
居
暗
渠
に
つ
い
て
、
県

指
定
文
化
財
の
指
定
に
向
け
た

取
り
組
み
と
、
こ
れ
ま
で
ど
の

よ
う
な
協
議
を
さ
れ
た
の
か
伺

う
。
ま
た
、
暗
渠
碑
か
ら
暗
渠

ま
で
の
看
板
の
設
置
及
び
、
通

路
の
整
備
の
考
え
は
。

　
　

県
の
担
当
者
と
現
地
確
認

を
行
い
、
指
定
の
範
囲
の
確
定

等
を
含
め
た
実
務
作
業
を
進
め

て
お
り
、
地
元
区
、
団
体
等
と

協
議
を
行
っ
て
い
く
。

　

設
置
さ
れ
て
い
る
看
板
は
早

急
に
補
修
し
、通
路
の
整
備
は
、

和
歌
山
県
指
定
文
化
財
に
指
定

さ
れ
れ
ば
、
教
育
委
員
会
と
連

携
し
、
整
備
に
取
り
組
む
。

　
　

白
浜
球
場
の
バ
ッ
ク
ネ
ッ

ト
の
柱
部
分
が
腐
食
し
、ま
た
、

ネ
ッ
ト
が
破
れ
て
お
り
、
修
繕

す
る
考
え
は
な
い
か
。
ま
た
、

白
浜
球
場
、
富
田
若
者
広
場
の

ダ
ッ
グ
ア
ウ
ト
の
耐
震
診
断
は

し
な
く
て
も
良
い
の
か
伺
う
。

　
　

白
浜
球
場
に
つ
い
て
は
、

バ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
、
ダ
ッ
グ
ア
ウ

ト
を
安
全
性
の
問
題
か
ら
、
改

修
の
重
点
事
項
と
位
置
付
け
て

取
り
組
む
。

　

若
者
広
場
の
ダ
ッ
グ
ア
ウ
ト

に
つ
い
て
は
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
相

当
と
の
見
解
で
あ
り
、
調
査
の

結
果
、
補
強
が
必
要
な
た
め
、

早
急
に
対
応
す
る
。

　
　

買
い
物
や
病
院
に
行
き
た

い
が
、
交
通
が
不
便
で
あ
り
、

思
う
よ
う
に
移
動
が
で
き
な
い

人
達
の
声
が
多
く
あ
る
。
そ
う

い
っ
た
声
に
応
え
る
た
め
、
生

活
支
援
体
制
整
備
事
業
が
生
ま

　
　

民
間
業
者
の
協
力
に
あ
た

り
、
無
償
協
力
は
困
難
と
考
え

る
。
補
助
制
度
も
視
野
に
入
れ

て
検
討
し
た
い
。

　
　

避
難
所
に
派
遣
す
る
職
員

へ
の
受
け
入
れ
要
領
や
調
達
す

る
備
品
の
訓
練
や
研
修
が
必
要

で
は
な
い
か
。

　
　

健
康
状
態
の
確
認
や
新
た

に
調
達
す
る
備
品
の
使
用
法
も

含
め
研
修
が
必
要
で
あ
る
。
今

後
、
研
修
を
計
画
す
る
予
定
で

あ
る
。

　
　

感
染
症
を
防
ぐ
た
め
、
家

庭
ご
み
の
出
し
方
、
注
意
点
を

再
度
広
報
等
で
周
知
徹
底
を

図
っ
て
は
ど
う
か
。

　
　

町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
み
出

し
ル
ー
ル
へ
の
ご
理
解
ご
協
力

が
必
要
で
あ
る
た
め
、
ご
み
の

出
し
方
に
つ
い
て
、
改
め
て
、

町
広
報
等
で
、
周
知
徹
底
を

図
っ
て
い
き
た
い
。

問答

11 NO.57

  長
な が の

野　莊
そういち

一　議員
（一問一答）

・安居暗渠について
・白浜町の球場の維持管理について
・高齢者に優しいまちづくりの支援について
・新型コロナ対策に伴う避難所の運営と
　　感染症対策の家庭ゴミの出し方について

問答問

答

答 答

問

問 問答

（買い物や通院に支援が求められている）

（白浜球場のバックネット）



　政務活動費とは、「白浜町議会政務活動費の交付に関する条例」によって、議員の調査研究
等の活動に必要な経費の一部として交付されるものです。年度当初に議員ひとりにつき、年額
１８万円を一括交付しています。なお、残余金が生じた場合、返還しなければなりません。

堀　匠 楠本　隆典 廣畑　敏雄 西尾　智朗 正木　秀男 南　勝弥 小森　一典

調 査 研 究 費 144,640 36,930 68,300 48,500

研 修 費 69,800 6,000 74,120 101,872

広報・広聴費 40,390 98,806
要 請 陳 情 等
活 　 動 　 費 61,200 8,520 34,680

会 議 費

資 料 作 成 費

資 料 購 入 費 48,000 81,095 37,116 37,116 21,600 50,474 43,824

事 務 所 費

事 務 費 53,969 3,330 52,937 18,762

人 件 費

そ の 他 20,905 15,199

合 計 179,000 181,454 213,372 181,756 140,892 187,415 194,196

返 還 額 1,000 0 0 0 39,108 0 0

▷▷ 政務活動費の収支状況報告（令和元年度分）

（単位：円）
議員名

項目

丸本　安高 辻　成紀 松田　剛治 溝口耕太郎 長野　莊一 堅田　府利 水上久美子

調 査 研 究 費 48,500 58,300 66,240

研 修 費 82,600 115,080 82,600 157,600 64,860

広報・広聴費 78,406
要 請 陳 情 等
活 　 動 　 費
会 議 費

資 料 作 成 費

資 料 購 入 費 88,908 21,600 3,024 40,800 49,010 36,408 56,916

事 務 所 費

事 務 費 33,640 6,362

人 件 費

そ の 他

合 計 88,908 137,840 166,604 183,868 131,610 194,008 188,016

返 還 額 91,092 42,160 13,396 0 48,390 0 0

議員名
項目
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▷▷ 町議会・町議会議長の主な動き（４月～６月）

２１日　
 議会運営委員会
 白浜町議会新型コロナウイル
 ス感染症対策会議

２７日　  全員協議会
 議員懇談会

６月１日　  献湯祭・温泉神社式典

２日　
 議会運営委員会
 白浜町議会新型コロナウイル
 ス感染症対策会議

９日　
 第２回定例会第１日
 全員協議会
 議員懇談会

１８日　  第２回定例会第２日
 議会運営委員会

１９日　
 第２回定例会第３日
 議会運営委員会
 全員協議会
 議員懇談会

２３日　  第２回定例会第４日
 議会運営委員会

　２４日　
 第２回定例会第５日
 議会運営委員会
 全員協議会
 議員懇談会

４月１日　  正副議長 議会運営等協議

２日　  正副議長・議会運営委員長
 議会運営等協議

６日　  保育園・幼稚園入園式

７日　

 第１回臨時会
 議会運営委員会
 総務文教厚生常任委員会
 観光建設農林常任委員会
 議会広報特別委員会
 全員協議会
 議員懇談会

９日　  議会広報特別委員会

１０日　  正副議長就任挨拶まわり
 （田辺市ほか）

１３日　 
 和歌山県町村議会議長会
 会計監査（和歌山市）
 小中学校入学式

２８日　  正副議長・議会運営委員長
 議会運営等協議

５月７日　  議会運営委員会

１２日　 
 第２回臨時会
 全員協議会
 議員懇談会

１８日　  西牟婁郡町村議会議長会総会
 （田辺市）
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町議会に関する情報は
「議会ホームページ」へ

日 月 火 水 木 金 土
8/24 8/25

 議会運営
 委員会
 10:00~

8/26 8/27 8/28 8/29

8/30 8/31 １
 第１日
 提案説明等
 10:00~

２
 （休会）
 ※委員会開催や
 議案調査のため

３
 

４
 

５

６ ７
 

８
 

９
 

10
 第２日
 一般質問
 10:00~

11
 第３日
 一般質問
 10:00~

12

13 14
 （休会）

15
 第４日
 議案審議
 10:00~

16
 第５日
 議案審議
 10:00~

17 18 19

　９月議会の日程は、８月２５日（火）開催予定の議会運営委員会で決定します。
　詳細は、議会事務局（43-6591）までお問い合わせください。

開会日

閉会日

編 集 後 記

　議会広報特別委員会
　委 員 長　長野　莊一
　副委員長　堅田　府利
　委 員　廣畑　敏雄
　　 　 　　小森　一典
　　 　 　　丸本　安高
　　 　 　　溝口　耕太郎

発行：白浜町議会　　編集：議会広報特別委員会　　〒 649-2211　和歌山県西牟婁郡白浜町 1600 番地
TEL  ：0739-43-6591　　FAX：0739-43-5888　   　E-mail：gikai@town.shirahama.lg.jp　

次 回 日 程
次回定例会（９月）の会期は、９月１日（火）から１６日（水）までの予定です。

　専決処分という言葉を耳にしたことがあ
ると思います。専決処分とは、議会が議決
又は決定をしなければならない事項を、法
律に定められた事由に該当する場合又は議
会が議決により首長に委任した場合に、首
長が議会に代わってこれを処分することを
いいます。
　例えば、一定の金額以下の自動車事故に
ついて、その損害賠償額の決定をするなど
の簡易な事項で、首長に委任した場合など
が考えられます。

議 会 用 語
　ことしに入り、新型コロナウイルス感染
症が世界に拡大し、緊急事態宣言が発出さ
れ、県をまたいでの移動制限、外出自粛の
要請などから、観光が基幹産業である白浜
町では、経済的に大きな損失が出ることと
なりました。現在は制限が解除され、６月
議会では、白浜町営海水浴場の開設にあた
り、白浜町と関係経済団体が協議のうえ作
成した、海水浴場に関するガイドラインに
ついて意見交換をしました。
　今後、第２波をいかに防ぎ、疲弊した経
済を復活させるかは、国が指示する「新し
い生活様式」を守り、また、白浜町のガイ
ドラインを守ることが不可欠です。議会と
しても感染者を出さないよう努め、観光客
のみならず白浜町民が安心して過ごせる町
となるよう取り組んでまいります。（堅田）


